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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脱塩アラビアガム６～１５質量％、オクテニルコハク酸澱粉１～３質量％、多価アルコ
ール３０～６０質量％、油性成分１～１４質量％および水２０～３０質量％を含有し、
　脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の質量比が４：１：～７：１、
　多価アルコールが、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ソルビ
トール、マンニトールおよびキシリトールから選ばれる１種以上、
であることを特徴とする乳化組成物。
【請求項２】
　更に、有機酸の金属塩および非脱塩アラビアガムからなる群から選ばれる１種または２
種を含有する請求項１記載の乳化組成物。
【請求項３】
　油性成分が、少なくとも香料を含有するものである請求項１または２に記載の乳化組成
物。
【請求項４】
　請求項１～３の何れかに記載の乳化組成物を含有する飲料。
【請求項５】
　請求項１～３の何れかに記載の乳化組成物を含有する食品。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乳化組成物に関し、更に詳細には、乳化が十分であり、適応糖度が広い乳化
組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、飲料等に着香、着色、着濁等をするため乳化組成物が配合されている。この乳化
組成物には、無味無臭のアラビアガムがよく利用されていて、例えば、油性成分、アラビ
アガムおよび水を質量比が２０：３０：５０で含む組成物を乳化させたもの等が知られて
いる（非特許文献１）。
【０００３】
　しかしながら、アラビアガムを用いた乳化組成物は、乳化が十分でない場合が多く、ま
た、飲料等へ配合する際には、一つの組成では適応糖度の幅が狭いため、近年の種々の糖
度の飲料に対応するためには、複数の組成を構築する必要があった。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】國崎直道ら、「食品多糖類－乳化・増粘・ゲル化の知識」、８１頁、株
式会社幸書房発行、２００１年１１月２５日発行
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、本発明は、乳化が十分であり、適応糖度が広く、種々の飲料等に配合する場合
であっても一つの組成でよい乳化組成物を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究した結果、水や油性成分を含有する
乳化組成物にアラビアガムとして脱塩アラビアガムを用い、これとオクテニルコハク酸澱
粉を特定の比率で含有させることにより乳化が十分であり、適応糖度が広く、しかも、低
温保存時の安定性も高いものとなることを見出し、本発明を完成させた。
【０００７】
　すなわち、本発明は脱塩アラビアガム、オクテニルコハク酸澱粉、油性成分および水を
含有し、脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の質量比が３：１：～１５：１であ
ることを特徴とする乳化組成物である。
【０００８】
　また、本発明は、上記乳化組成物を含有する飲料または食品である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の乳化組成物は、乳化が十分であり、安定性も高いため種々の温度で保存可能で
ある。
【００１０】
　また、本発明の乳化組成物は適応糖度が広いため、種々の糖度の飲料や食品に配合する
ことができ、その際にリングや沈殿の形成等の問題も生じない。そして本発明の乳化組成
物が配合された飲料や食品の安定性も高いため種々の温度で保存可能である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の乳化組成物に用いられる脱塩アラビアガムは、例えば、アラビアガムから電気
透析膜、イオン交換樹脂等を用いた脱塩処理により金属塩が除去されたものである。この
ような脱塩アラビアガムは、例えば、サンアラビック（三栄薬品貿易製）、ＥＦＩＳＴＡ
Ｂ　ＡＡ（ネキシラ社製）等の商品名で販売されているので、これらを利用してもよい。



(3) JP 5576539 B1 2014.8.20

10

20

30

40

50

本発明の乳化組成物における脱塩アラビアガムの含有量は特に限定されないが、例えば、
１～２０質量％（以下、単に「％」という）、好ましくは６～１５％である。
【００１２】
　また、本発明の乳化組成物に用いられるオクテニルコハク酸澱粉は、加工澱粉の一種で
あり、例えば、澱粉に無水オクテニルコハク酸を３質量％を越えない量でエステル化させ
たものやその塩である。具体的なオクテニルコハク酸澱粉としては、オクテニルコハク酸
澱粉ナトリウム、オクテニルコハク酸澱粉カルシウム、オクテニルコハク酸澱粉アンモニ
ウム、オクテニルコハク酸澱粉アルミニウム等が挙げられ、これらの中でもオクテニルコ
ハク酸澱粉ナトリウムが好ましい。このようなオクテニルコハク酸澱粉としては、例えば
、ピュリティーガムＢＥ、ピュリティーガム１７７３、ピュリティーガム２０００（何れ
もイングレディオン・ジャパン製）等の商品名で販売されているので、これらを利用して
もよい。本発明の乳化組成物におけるオクテニルコハク酸澱粉の含有量は特に限定されな
いが、例えば、１～１０％、好ましくは１～３％である。
【００１３】
　なお、本発明の乳化組成物において、脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の質
量比は３：１～１５：１、好ましくは３：１～８：１、より好ましくは４：１～７：１で
ある。この比率の範囲から外れると安定性が悪くなる。
【００１４】
　更に、本発明の乳化組成物に用いられる油性成分としては、例えば、香料、比重調整剤
、油溶性ビタミン類、油性の着色料等が挙げられる。具体的な香料としては、オレンジ、
レモン、ライム、グレープフルーツ等の柑橘油、ローズオイル等の花精油、ペパーミント
油、スペアミント油、スパイス油等の植物油、コーヒーエキストラクト、バニラエキスト
ラクト、ココアエキストラクト、紅茶エキストラクト、スパイス類エキストラクト等の油
性のエキストラクトおよびこれらのオレオレジン類、合成香料化合物、油性調合組成物等
が挙げられ、比重調整剤としては、炭素数６～１２の中鎖飽和脂肪酸トリグリセライド（
ＯＤＯ）、シュークロース・ジアセテート・ヘキサイソブチレート（ＳＡＩＢ）等が挙げ
られ、油溶性ビタミン類としては、ビタミンＡ、ビタミンＥ等が挙げられ、油性の着色料
としては、β－カロテン、ウコン色素、トマト色素、パプリカ色素等が挙げられる。これ
らの油性成分は１種または２種以上を用いることができるが、好ましくは少なくとも香料
を含有するものである。本発明の乳化組成物における油性成分の含有量は特に限定されな
いが、例えば、１～２０％、好ましくは１～１４％である。
【００１５】
　本発明の乳化組成物には、上記した脱塩アラビアガム、オクテニルコハク酸澱粉、油性
成分および水の他に、有機酸の金属塩や非脱塩アラビアガムを含有させてもよい。これら
は１種または２種を組み合わせて含有させてもよく、好ましくは有機酸の金属塩である。
これら有機酸の金属塩や非脱塩アラビアガムを、本発明の乳化組成物に含有させると乳化
組成物のｐＨが２.５～３.５程度となり、安定性、特に低温保存時の安定性が向上する。
【００１６】
　上記有機酸の金属塩としては、例えば、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸等の有機酸とナト
リウム、カリウム等の金属の塩が挙げられ、これらの中でもクエン酸ナトリウムが好まし
い。本発明の乳化組成物における有機酸の金属塩の含有量は特に限定されないが、例えば
、０.１～１％、好ましくは０.１～０.５％である。
【００１７】
　また、上記非脱塩アラビアガムとは、特に脱塩処理が行われていない、通常入手可能な
アラビアガムである。本発明の乳化組成物における非脱塩アラビアガムの含有量は特に限
定されないが、例えば、１～２０％、好ましくは３～８％である。
【００１８】
　本発明の乳化組成物には、更に、多価アルコールを含有させてもよい。本発明の乳化組
成物に多価アルコールを含有させることにより抗菌性が向上する。
【００１９】
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　上記多価アルコールとしては、例えば、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレン
グリコール、ソルビトール、マンニトール、キシリトール等の１分子中にヒドロキシル基
を２個以上有するものが挙げられ、これらの中でもグリセリンが好ましい。本発明の乳化
組成物における多価アルコールの含有量は特に限定されないが、例えば、２０～７０％、
好ましくは３０～６０％である。
【００２０】
　また、本発明の乳化組成物には、上記成分以外にも、本発明の効果を損なわない範囲で
、従来公知の乳化組成物に添加される、水飴、スクロース、マルトース、異性化糖等の糖
類、ペクチン、カゼイン、カラギーナン、キサンタンガム等の保護コロイド物質、ポリグ
リセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリソルベート等の乳化剤等を含有さ
せてもよい。
【００２１】
　以下に本発明の乳化組成物の好ましい組成を記載する。
＜組成１＞
　香料　　　　　　　　　　　１～２０％、好ましくは１～６％
　ＯＤＯ　　　　　　　　　　１～２０％、好ましくは１～１０％
　ＳＡＩＢ　　　　　　　　　１～２０％、好ましくは１～１０％
　オクテニルコハク酸澱粉　　１～１０％、好ましくは１～３％
　脱塩アラビアガム　　　　　１～２０％、好ましくは１０～１５％
　クエン酸ナトリウム　　　　０.１～１％、好ましくは０.１～０.５％
　水　　　　　　　　　　　　２０～５０％、好ましくは２０～３０％
　グリセリン　　　　　　　　２０～７０％、好ましくは３０～６０％
＜組成２＞
　香料　　　　　　　　　　　１～２０％、好ましくは１～６％
　ＯＤＯ　　　　　　　　　　１～２０％、好ましくは１～１０％
　ＳＡＩＢ　　　　　　　　　１～２０％、好ましくは１～１０％
　オクテニルコハク酸澱粉　　１～１０％、好ましくは１～３％
　脱塩アラビアガム　　　　　１～２０％、好ましくは６～１０％
　非脱塩アラビアガム　　　　１～２０％、好ましくは３～８％
　水　　　　　　　　　　　　２０～５０％、好ましくは２０～３０％
　グリセリン　　　　　　　　２０～７０％、好ましくは３０～６０％
　水飴　　　　　　　　　　　１～１０％、好ましくは３～６％
【００２２】
　以上説明した本発明の乳化組成物の製造方法は特に限定されず、例えば、油性成分以外
の成分を混合、溶解させた後、油性成分を添加し、必要により加温して、ホモミキサー、
コロイドミル、高圧ホモジナイザー等で乳化させる方法等が挙げられる。また、乳化の際
の条件も特に限定されないが、例えば、ホモミキサーを用いて８,０００～１２,０００ｒ
ｐｍで２０～４０分間攪拌する方法等が挙げられる。
【００２３】
　斯くして得られる本発明の乳化組成物は、０.５μｍ以下の平均粒子径と１.３５以下の
幾何標準偏差を持ち、４０℃で２ヵ月以上保存しても平均粒子径増大率が１２０％以内で
あり、５℃で４ヶ月以上保存しても流動性を失わないという性質を有している。
【００２４】
　そして、上記性質を有する本発明の乳化組成物は、従来公知の乳化組成物と同様に、飲
料、食品、化粧品等に、着香、着色、着濁等のために用いることができる。本発明の乳化
組成物を飲料や食品に配合する場合には、例えば、０.０１～２％、好ましくは０.０３～
０.１％で含有させる。
【００２５】
　また、本発明の乳化組成物は、適応糖度が広いため特に飲料用として好ましい。本発明
の乳化組成物を含有させることのできる飲料としては、特に限定されないが、例えば、ス
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ポーツ飲料、炭酸飲料、栄養飲料、果汁飲料、アルコール飲料等が挙げられる。
【００２６】
　そして、本発明の乳化組成物を含有させた飲料は、Ｂｒｉｘ１°～１５°の幅広い糖度
に対して、６ヶ月以上保存してもリングと沈殿を生じない。
【実施例】
【００２７】
　以下、本発明を実施例を挙げて詳細に説明するが、本発明はこれら実施例に何ら限定さ
れるものではない。なお、以下の実施例において乳化組成物の平均粒子径は、レーザー回
折／散乱式粒子径分布測定法で求めた値である。
【００２８】
参　考　例　１
　　　乳化組成物の調製：
　以下の表１に示した組成の乳化組成物を調製した。なお、乳化組成物の調製は、香料、
ＯＤＯ、ＳＡＩＢおよびグリセリン以外の成分を混合、溶解させてから、グリセリンを添
加した後、香料、ＯＤＯ、ＳＡＩＢの混合溶解物を添加し、４５℃に加温しながらホモミ
キサー（ＴＫホモミクサー：プライミクス製）を用いて１０,０００ｒｐｍで３０分間撹
拌させることにより得た。
【００２９】
【表１】

【００３０】
　参考例１で調製した乳化組成物を種々のＢｒｉｘ（１°～１５°）の飲料に配合し、室
温で所定の期間保存後にリングや沈殿が発生したかどうかを目視で確認したところ、何れ
のＢｒｉｘの飲料であっても６ヶ月までリングや沈殿が発生しなかった。しかしながら、
参考例１で調製した乳化組成物は、４０℃で保存することはできるものの、５℃で保存す
ると４ヶ月までに固化してしまうものであり、商品価値が全くなかった。
【００３１】
実　施　例　１
　　　乳化組成物の調製：
　以下の表２に示した組成の乳化組成物を調製した。なお、乳化組成物の調製は、ＯＤＯ
、ＳＡＩＢおよびグリセリン以外の成分を混合、溶解させてから、グリセリンを添加した
後、ＯＤＯ、ＳＡＩＢの混合溶解物を添加し、４５℃に加温しながらホモミキサー（ＴＫ
ホモミクサー：プライミクス製）を用いて１０,０００ｒｐｍで３０分間撹拌させること
により得た。
【００３２】
　これらの乳化組成物について、乳化性と安定性を判断した。なお、乳化性は、平均粒子
径に基づいて以下の評価基準で判断した。また、安定性は、（１）４０℃で２ヶ月保存後
の平均粒子径の増大率（（保存後の平均粒子径／保存前の平均粒子径）×１００（％））
に基づいて以下の評価基準で判断、（２）４０℃で２ヶ月保存後の性状を自由評価、（３
）５℃で４ヶ月保存後の性状を自由評価、でそれぞれ判断した。これらについても表２に
示した。
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【００３３】
＜乳化性評価基準＞
（評価）　（内容）
　○　：　平均粒子径が０.４５μｍ未満であり、幾何標準偏差１.３０未満である
　△　：　平均粒子径が０.４５μｍ以上～０.５０μｍ未満であり、幾何標準偏差１.３
　　　　　 ０以上～１.３５未満である
　×　：　平均粒子径が０.５０μｍ以上であり、幾何標準偏差１.３５以上である
【００３４】
＜安定性評価基準＞
［平均粒子径の増大率］
（評価）　（内容）
　○　：　平均粒子径の増大率が１２０％以下
　△　：　平均粒子径の増大率が１２０％より多く１３０％未満
　×　：　平均粒子径の増大率が１３０％以上
【００３５】
【表２】

【００３６】
　組成１については、脱塩アラビアガムよりもオクテニルコハク酸澱粉の比率が大きいた
め、乳化性は十分にあり、高温での保存性も有しているが、低温で４ヶ月のうちに固化し
てしまった。組成２については、脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の比率が１
：１のため、乳化性は十分であるが、組成物自体がすぐに分離してしまった。組成３につ
いては、脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の比率が１４：１のため、乳化性に
若干の不満が残るが、各温度における保存性は十分であった。組成４については、脱塩ア
ラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の比率が７：１のため、乳化性、保存安定性供に満
足のいくものであった。組成５については、脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉
の比率が１２：５のため、乳化性は十分であったが、低温で４ヶ月のうちに固化してしま
った。
【００３７】
実　施　例　２
　　　乳化組成物の調製：
　以下の表３に示した組成の乳化組成物を調製した。なお、乳化組成物の調製は、ＯＤＯ
、ＳＡＩＢ、グリセリン、香料以外の成分を混合、溶解させてから、グリセリンを添加し
た後、香料、ＯＤＯ、ＳＡＩＢの混合溶解物を添加し、４５℃に加温しながらホモミキサ
ー（ＴＫホモミクサー：プライミクス製）を用いて１０,０００ｒｐｍで３０分間撹拌さ
せることにより得た。なお、乳化組成物の平均粒径は０.４０μｍであり、また、幾何標
準偏差は１.２９であった。また、この乳化組成物を４０℃または５℃で保存し、どの程
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【００３８】
【表３】

【００３９】
　本発明の乳化組成物は、４０℃で２ヶ月以上（平均粒子径増大率１１２％）、５℃で６
ヶ月以上安定であった。
【００４０】
実　施　例　３
　　　飲料の調製：
　まず、クエン酸２ｇ、クエン酸ナトリウム０.４５ｇを用いてｐＨ３.０に調製し、液体
香料を１.０ｇ添加した後、果糖ぶどう糖液糖にて各Ｂｒｉｘ（１°～１５°）に調整し
た飲料を調製した。これらの飲料に、実施例２で調製した乳化組成物を１.０ｇ配合し、
全体を１リットルとした。これを２００ｍｌビンに充填し、室温で所定期間保存後、目視
でリングおよび沈殿について以下の判断基準で判断した。その結果を表４に示した。
【００４１】
＜リングの発生判断基準＞
（評価）　（内容）
　－　：　リングなし
　±　：　僅かにリングあり（商品として問題なし）
　＋　：　リングあり
【００４２】
＜沈殿の発生判断基準＞
（評価）　（内容）
　－　：　沈殿なし
　±　：　僅かに沈殿あり（商品として問題なし）
　＋　：　沈殿あり
【００４３】
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【表４】

【００４４】
　本発明の乳化組成物をＢｒｉｘ１°～１５°の飲料に含有させても６ヶ月間以上、リン
グや沈殿が生じなかった。従って、本発明の乳化組成物はＢｒｉｘ１°～１５°に適応し
たものであることがわかった。
【００４５】
実　施　例　４
　　　乳化組成物の調製：
　以下の表５に示した組成の乳化組成物を調製した。なお、乳化組成物の調製は、ＯＤＯ
、ＳＡＩＢ、グリセリン、香料以外の成分を混合、溶解させてから、グリセリンを添加し
た後、香料、ＯＤＯ、ＳＡＩＢの混合溶解物を添加し、４５℃に加温しながらホモミキサ
ー（ＴＫホモミクサー：プライミクス製）を用いて１０,０００ｒｐｍで３０分間撹拌さ
せることにより得た。なお、乳化組成物の平均粒径は０.３９μｍであり、また、幾何標
準偏差は１.３０であった。また、この乳化組成物を４０℃または５℃で保存し、どの程
度の期間安定であるかを調べた。
【００４６】
【表５】

【００４７】
　本発明の乳化組成物は、４０℃で２ヶ月以上（平均粒子径増大率１１２％）、５℃で１
２ヶ月以上安定であった。
【００４８】
実　施　例　５
　　　飲料の調製：
　実施例３で用いたのと同様の種々のＢｒｉｘ（１°～１５°）の飲料に、実施例４で調
製した乳化組成物を１.０ｇ配合し、全体を１リットルとした。これを２００ｍｌビンに
充填し、室温で所定期間保存後、目視でリングおよび沈殿について実施例３と同様の判断
基準で判断した。その結果を表６に示した。
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【００４９】
【表６】

【００５０】
　本発明の乳化組成物をＢｒｉｘ１°～１５°の飲料に含有させても６ヶ月間以上、リン
グや沈殿が生じなかった。従って、本発明の乳化組成物はＢｒｉｘ１°～１５°に適応し
たものであることがわかった。
【００５１】
実　施　例　６
　　　乳化組成物の調製：
　以下の表７に示した組成の乳化組成物を調製した。なお、乳化組成物の調製は、ＯＤＯ
、ＳＡＩＢ、グリセリン、香料以外の成分を混合、溶解させてから、グリセリンを添加し
た後、香料、ＯＤＯ、ＳＡＩＢの混合溶解物を添加し、４５℃に加温しながらホモミキサ
ー（ＴＫホモミクサー：プライミクス製）を用いて１０,０００ｒｐｍで３０分間撹拌さ
せることにより得た。なお、乳化組成物の平均粒径は０.４０μｍであり、また、幾何標
準偏差は１.２８であった。また、この乳化組成物を４０℃または５℃保存し、どの程度
の期間安定であるかを調べた。
【００５２】
【表７】

【００５３】
　本発明の乳化組成物は、４０℃で２ヶ月以上（平均粒子径増大率１０７％）、５℃で１
２ヶ月以上安定であった。
【００５４】
実　施　例　７
　　　飲料の調製：
　実施例３で用いたのと同様の種々のＢｒｉｘ（１°～１５°）の飲料に、実施例６で調
製した乳化組成物を１.０ｇ配合し、全体を１リットルとした。これを２００ｍｌビンに
充填し、室温で所定期間保存後、目視でリングおよび沈殿について実施例３と同様の判断
基準で判断した。その結果を表８に示した。
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【００５５】
【表８】

【００５６】
　本発明の乳化組成物をＢｒｉｘ１°～１５°の飲料に含有させても６ヶ月間以上、リン
グや沈殿が生じなかった。従って、本発明の乳化組成物はＢｒｉｘ１°～１５°に適応し
たものであることがわかった。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明の乳化組成物は、従来公知の乳化組成物と同様に、飲料や食品に、着香、着色、
着濁等のために用いることができる。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
【要約】　　　（修正有）
【課題】乳化が十分であり、適応糖度が広く、種々の飲料等に配合する場合であっても一
つの組成でよい乳化組成物を提供する。
【解決手段】脱塩アラビアガム、オクテニルコハク酸澱粉、油性成分および水を含有し、
脱塩アラビアガムとオクテニルコハク酸澱粉の質量比が３：１：～１５：１であることを
特徴とする乳化組成物。更に、有機酸の金属塩および非脱塩アラビアガムからなる群から
選ばれる１種または２種を含有し、更に、多価アルコールを含有する乳化組成物。前記乳
化組成物を含有する飲料および食品。
【選択図】なし
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